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考・判断が内包された形で表現されることが 図１ 「活用型」単元の全体像  
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●なぜ宮沢賢治は『やまなし』という     ○賢治の生き方・考え方と『やまなし』の 
題名をつけたのかを考える           中の二つの場面を重ね合わせて読み、 
                            作品の特徴や作者の思いをとらえてい 







図２  ６年単元「宮沢賢治の作品の世界を深く味わい，推薦文を書こう」；第三次につながる力の習得の場としての第二次 
平成２６年度「理論と実践の融合」に関する共同研究活動 実績報告書 
 



















































































































































































●第二次にまとめた説明の工夫を活か   ○内容のまとまりごとに段落に分けて書い





図３  ４年単元「豊小クラブを３年生に紹介しよう」：第二次の学びの活用の場としての第三次 
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図４  ４年単元「豊小クラブを３年生に紹介しよう」第三次発話記録（抜粋） 
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 図５  ３年「「世界の家のつくりを『くらしにべんりな家ブック』にして２年生に紹介しよう」単元計画（全 12時間） 
  ４年単元「豊小クラブを３年生に紹介しよう」第三次発話記録（抜粋） 
平成２６年度「理論と実践の融合」に関する共同研究活動 実績報告書 
 
 - 10 - 
 






























































































図６  「家のつくりのべんりさブック」の１ページ内の記述①②③の関係 
  ４年単元「豊小クラブを３年生に紹介しよう」第三次発話記録（抜粋） 
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国語教育学会（2015 年 5 月 30 日開催）の全体シンポジウムで「言語活動をどのように評価するか」が
テーマとして掲げられ，学力評価としての方法の再認識が求められている点からも窺える。 
２）平成 2014 年 8 月に文部科学省より公表された「平成 25 年度学校教員統計調査（中間報告）」によれば，
全国の公立小学校における 50 歳以上の教員の割合は 2004年度の 29.6％から 2015年度には 38.0％に上
昇する一方，30歳未満の教員の割合も 2004年度の 8.8％から 2015年度には 15.3％に上昇している。今
後，団塊の世代を中心に退職者数が増加する中で若手教員層も急増し，教員の年齢構成の不均衡な状況
が一層加速することが指摘されている。このような状況下では，熟達教員と若手教員のインフォーマル
なコミュニケーションを通して洗練され経験的に高まっていく力量の欠落が懸念される。 
３）戦後の経験単元の問題点については，田近洵一『戦後国語教育問題史』大修館書店，1991年，pp.255-316
に詳しい。 
４）文部科学省『学習指導要領解説 国語編』東洋館出版社，2008年，pp.1-11。 
５）桑原隆「コンテクスト」『国語教育研究』No.491，日本国語教育学会，2013年，p.1。 
６）「活用型」単元の単元デザインの要諦については，勝見健史「『「活用」の授業で鍛える国語学力―単元・
本時デザインの具体的方法―』文溪堂，2014年を参照のこと。 
７）質的評価としてのパフォーマンス評価の意義及び方法については，田中耕治監訳『パフォーマンス評価
入門―「真正の評価」論からの提案―』ミネルヴァ書房，2012年に詳しい。 
８）西岡加名恵「教育方法学的アプローチ・学力評価」教育目標・評価学会編『「評価の時代」を読み解く 教
育目標・評価研究の課題と展望 上巻』日本標準，2010年，pp.58-59。 
９）安彦忠彦『「コンピテンシー・ベース」を超える授業づくり』図書文化，2014年，pp.66。 
10）国語科授業における目標の二重構造化論の詳細については，世羅博昭「国語科授業構築のための原理と
方法（１）―目標の二重構造化論を中心に―」『国語と教育』第 14号，長崎大学国語国文学会，1989年，
pp.1-9を参照のこと。 
11）竜田徹『構想力を育む国語教育』渓水社，2014年，pp.143-156。 
12）質的評価力としての教師の「鑑識眼」の涵養の重要性については，勝見健史「小学校教師の『鑑識眼』
に関する一考察―熟達教師の若手教師の授業解釈の差異性に着目して―」『学校教育研究 No.26』日本学
校教育学会，2011年，pp.60-73を参照のこと。 
13）大村は「虚の場ではなく実の場の学習とは，つまりほんとうに自分の生活目的のために立ち上がってい
るような姿勢にもっていくということだと思います。」と述べ，国語科単元学習が主体的学習として成立
するための「実の場」の必要性について指摘している。詳細については，大村はま『大村はま国語教室・
第 11巻』筑摩書房，1983年を参照のこと。 
